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教育委員会提出議案 

 

第２０号議案 

豊島区立教育センター処務規則の一部を改正する規則 

上記の議案を提出する。 

  令和５年３月２８日  

豊島区教育委員会教育長  金 子  智 雄 

 

豊島区立教育センター処務規則の一部を改正する規則 

豊島区立教育センター処務規則(昭和６２年教育委員会規則第１１号)の一部を次

のように改正する。 

第２条を次のように改める。 

（分掌事務等） 

第２条 センターの担当係長及び指導主事の担任事務は、次のとおりとする。 

(1) 教育センターの管理運営に関すること。 

(2) 日本語指導に関すること。 

(3) スクールソーシャルワーカー活用事業に関すること。 

(4) 幼児、児童、生徒及び保護者の教育相談に関すること。 

(5) 不登校の児童及び生徒の適応指導に関すること。 

(6) 特別な支援を必要とする幼児、児童及び生徒の就学相談に関すること。 

(7) 特別支援教育に関すること。 

(8) スクールカウンセリングに関すること。 

(9) ICT を活用した日本語指導及び特別支援教育の推進に伴う関係機関との調整

に関すること。 
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(10) ICT を活用した不登校の児童及び生徒の適応指導の推進に伴う関係機関と

の調整に関すること。 

(11) ICT を活用した学校・幼稚園の学習活動の推進に伴う関係機関との調整に

関すること。 

(12) センターの庶務に関すること。 

第５条第２項中「担当係長」を「担当係長及び指導主事」に改める。 

附 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。 

 

（説 明） 

  令和５年度より教育センターに指導主事を配置するため、所要の改正を行う。 
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豊島区立教育センター処務規則（昭和62年教育委員会規則第11号）新旧対照表 

現行 改正後（案） 

（分掌事務） 

第２条 センターの担当係長の担任事務は、次のとおりとする。 

 

(1) 教育センターの管理運営に関すること。 

(2) 日本語指導に関すること。 

(3) スクールソーシャルワーカー活用事業に関すること。 

(4) 幼児、児童、生徒及び保護者の教育相談に関すること。 

(5) 不登校の児童及び生徒の適応指導に関すること。 

(6) 特別な支援を必要とする幼児、児童及び生徒の就学相談に関す

ること。 

(7) 特別支援教育に関すること。 

(8) スクールカウンセリングに関すること。 

(9) ICTを活用した日本語指導及び特別支援教育の推進に伴う関係

機関との調整に関すること。 

(10) ICTを活用した不登校の児童及び生徒の適応指導の推進に伴

う関係機関との調整に関すること。 

（分掌事務） 

第２条 センターの担当係長及び指導主事の担任事務は、次のとおり

とする。 

(1) 教育センターの管理運営に関すること。 

(2) 日本語指導に関すること。 

(3) スクールソーシャルワーカー活用事業に関すること。 

(4) 不登校の児童及び生徒の適応指導に関すること。 

(5) 幼児、児童、生徒及び保護者の教育相談に関すること。 

(6) 特別な支援を必要とする幼児、児童及び生徒の就学相談に関す

ること。 

(7) 特別支援教育に関すること。 

(8) スクールカウンセリングに関すること。 

(9) ICTを活用した日本語指導及び特別支援教育の推進に伴う関係

機関との調整に関すること。 

(10) ICTを活用した不登校の児童及び生徒の適応指導の推進に伴

う関係機関との調整に関すること。 
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(11) ICTを活用した学校・幼稚園の学習活動の推進に伴う関係機

関との調整に関すること。 

(12) センターの庶務に関すること。 

 

第３条～４条 （略） 

（職責） 

第５条 所長及び担当課長は、教育部長の命を受け、センターの事務

をつかさどり、所属職員を指揮監督する。 

２ 担当係長は、所長又は担当課長の命を受け、担当の事務を処理す

る。 

３ 主査は、上司の命を受け、担当係長の担任事務のうち特定の事務

を処理する。 

４ 前３項以外の職員は、上司の命を受け、事務に従事する。 

 

(11) ICTを活用した学校・幼稚園の学習活動の推進に伴う関係機

関との調整に関すること。 

(12) センターの庶務に関すること。 

 

第３条～４条 （略） 

（職責） 

第５条 所長及び担当課長は、教育部長の命を受け、センターの事務

をつかさどり、所属職員を指揮監督する。 

２ 担当係長及び指導主事は、所長又は担当課長の命を受け、担当の

事務を処理する。 

３ 主査は、上司の命を受け、担当係長の担任事務のうち特定の事務

を処理する。 

４ 前３項以外の職員は、上司の命を受け、事務に従事する。 

 

附 則（令和５年３月●日教委規則第●号） 

この規則は令和５年４月１日から施行する。 

 



令和 5年度 指導課・教育センター指導主事 分掌表   20230322              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導主事① 指導主事② 指導主事③  指導主事④ ※ 

・教育課程 

・人権教育 

・伝統文化 

・学力向上 

・体力向上 

・幼小中連携 

・生活指導（いじめ対策） 

・安全指導 
 

・特別支援教育 

・不登校対策 

・ＩＣＴ 

・教育課程 ・学校評価 ・教科書採択 ・研修 ・研究校   ・その他（届出、調査等） 

※ 指導主事④は、教育センターに本務として所属し、指導課を兼務する。 

指導課長 センター所長 

統括指導主事① 

・学習指導 ・生活指導 等 

統括指導主事② 

・教育課程 ・特別支援 等 

第 20 号議案 

参 考 資 料 

連携・調整 

連携・調整 


